
第22回物性若手 ｢夏の学校｣開催後記･報告

非平衡統計力学における変数逓減 と特性スケーリング(29,30日)

九大理 森 肇

線型応答 と超流動 (29,30日)

多励起子系 (29,30日 )

金属における局所的モーメント(29,30日)

半導体表面の準 2次元電気伝導 (29日 )

金属微粒子の物性 (29日)

準 2次元系の電気的物質 (30,31日 )

3Heの超流動 (30,31日 )

非平衡系の統計力学 (31,1日)

乱流理論の現状 (31,1日)

アモルファス･マグネット(31,1日 )

非晶質固体の構造と物性 (31,1日 )

臨界現象の理論における繰 り込み群 (1日 )

核磁気共鳴の原理と感性体-の応用 (1日 )

東大教養 伊豆山 健 夫

東大工 花 村 栄 一

静大工 山 田 耕 作

学習院大理 川 路 紳 治

東大理 小 林 俊 一

東大理 安 藤 恒 也

東北大理 海老沢 杢 道

お茶大理 柴 田 文 明

中大理 中 野 徹

名大理 金 吾 敬 人

東大理 二 宮 敏 行

コロネル大 M.E.フィッシャー

東大物性研 安 岡 弘 志

ReductionofVariablesandScalelnvariance

inNonequilibriumStatisticalMechanics

講師 九大 ･理 森 肇

テキストがひじょうに完備 しているので, くわ しくはそちらを見ていただくとして,

ここでは, 目次とかんたんな内容紹介にとどめることにする｡

§1.Introduction

1.1PrincipleorMacroscopicScalelnvariancefortheSpace･TimeCoarseGrainlng･

1.2StatisticalReductionofVariables.

-127-



ReductionofVariablesandScalelnvarianceinNonequilibriumStatisticalMechanics

1･3SuccessiveTransitionsinNonequilibriumOpenSystems･

§2.ReducedEquationsforTimeEvolution

2.1MemoⅣ-FunctionType

2.2Time-ConvolutionlessType

§3.MasterEq.andStochasticEq.ofMotionforMacrovariables.

3.1AssumptionofEqualWeightfわrMicrovariablesattheInitialTime

3.2MasterEquation

3.3StochasticEq.ofMotion

3.4ExpansionofMasterEquation

3.5DecompositionintotheSystematicPartandtheFluctuations

§4.ScalingfortheSpace･TimeCoarseGraining

4.1CriticalDimensinalitydcforNomalFluctuations

4.2PossibleAsymptoticFomsor血eMasterEquation

4.3TablesforScalingExponentsandFlowCharts

i5.KineticEqs.forNeutralGasesfromtheBBGKYHierarchyEqs.

5･1BoltzmannEquation

5.2BBGKYHierarchyEquations

5･3DerivationoftheBoltzmannEquation

5.4VarianceortheFluctuationsin〟Space

まず§1で非平衡系を表わすマクロな方程式を導びき出す手続きが考察されるoつま

1)変数の逓減-W prワjection

2 初期分布--Ergodic理論 (病理的初期条件が現実に起こるか )マクロな非可逆

性

3)時空粗視化の漸近評価

4)揺動の漸近評価 l感 動 I≪ 1

平均値 l≫1

次に§5で BBGKYEqs.から BoltzmannEq･を導出する過程が上の手順に従って示

される｡ この章で全体の手順が,具体的に理解できる｡
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§2では,非平衡現象を扱うときに便利な種々の公式 (恒等式 )が紹介される｡

§3では,初期状態でミクロ変数の分布に関して,等量率を仮定して,StochasticEq.

を導く｡

最後に§4で時空粗視化のスケーリングが論 じられ,マクロな方程式の特性による分

類が行なわれる｡ (有光敏彦 )

LinearResponseandSuperfluidity

- AFoundamentalProbleminthe211StCentury-

講師 東大 ･教養 伊豆山 健 夫

微視的に現象をながめると,外部摂動に対する線型応答の成立する領域は極めてせま

い範囲に限られている｡しかし,巨視的な観測においては,線型応答は外場の十分大き

な所まで成立している｡ このような立場からvanKampenは,微視的線型応答を基礎と

する久保理論に批判を行なった｡この批判に対し,伊豆山先生は 『巨視的な数の散乱体

が存在する場合には,微視的線型応答を基礎とする久保理論が巨視的線型応答を正しく

記述する』というAnsatzをたてた｡その証明はまだ完全な形で成されていないが,い

くつかの簡単な例でその正しさをみることができる｡

その例として超流動の問題がある｡この間題は以上の Academicな問題の他にも,超

流動の起こる判定条件を与える重要な側面を含む｡超流動の起こる条件として,Landau

の criterionや ODLROの存在等が議論されているが,いずれも不適切と言わねばなら

ない｡これに対 し,伊豆山先生は, Cyclicな系における線型応答理論の考察から
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(V:系の大きさ,N･.粒子数.m :粒子の質量,∫;電流演算子,fI;Hamiltonian ,

Q;HxJ>-oとなる状態 t>を除く射影演算子,<>;熱平衡での平均,<:::/I;散乱
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